
ＮＴＴアノードエナジー株式会社

2022年6月15日

（単位：千円）

金額 金額

流  動  資  産 2,993,178 流  動  負  債 101,407,866

現 金 及 び 預 金 2,007 買 掛 金 1,016,154

売 掛 金 898,348 関 係 会 社 短 期 借 入 金 98,480,944

リ ー ス 投 資 資 産 673,189 未 払 金 1,387,648

未 収 入 金 636,752 リ ー ス 債 務 30,201

未 収 消 費 税 417,247 契 約 負 債 481,590

そ の 他 流 動 資 産 365,634 そ の 他 流 動 負 債 11,327

固  定  資  産 112,125,689 固  定  負  債 981,506

有 形 固 定 資 産 4,127,210 リ ー ス 債 務 532,357

建 物 273,835 退 職 給 付 引 当 金 36,221

構 築 物 170,518 資 産 除 去 債 務 350,761

機 械 及 び 装 置 3,056,116 そ の 他 固 定 負 債 62,165

工 具 、 器 具 及 び 備 品 32,947

土 地 651 102,389,372

リ ー ス 資 産 562,561

建 設 仮 勘 定 30,580 株   主   資   本 12,729,495

資 本 金 7,923,925

無 形 固 定 資 産 562,451 資 本 剰 余 金 7,923,925

ソ フ ト ウ ェ ア 272,020 資 本 準 備 金 7,923,925

ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定 119,538 利 益 剰 余 金 △ 3,118,355

そ の 他 無 形 固 定 資 産 170,892 そ の 他 利 益 剰 余 金 △ 3,118,355

繰 越 利 益 剰 余 金 △ 3,118,355

投 資 そ の 他 の 資 産 107,436,027

関 係 会 社 株 式 18,862,866

関 係 会 社 出 資 金 87,635,451

繰 延 税 金 資 産 71,817

そ の 他 投 資 等 865,891

12,729,495

115,118,868 115,118,868

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

資 産 合 計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

純 資 産 合 計

負 債 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

　貸   借   対   照   表

（2022年3月31日現在）

科　　　目 科　　　目

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）



（単位：千円）

売         上         高 599,554

売     上     原     価 557,598

41,956

販売費及び一般管理費 3,096,342

△3,054,386

営   業   外   収   益

88,749

1,329,581

26,034 1,444,364

営   業   外   費   用

419,684

84,091

24,254 528,029

△2,138,051

税 引 前 当 期 純 損 失 △2,138,051

△ 559,397

△ 28,413 △ 587,811

当   期   純   損   失 △1,550,240

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

損   益   計   算   書

科    目 金    額

2021 年 4 月 1 日 か ら
2022 年 3 月 31 日 ま で

受 取 配 当 金

経 常 損 失

売 上 総 利 益

営 業 損 失

支 払 利 息

組 合 等 投 資 損 失

そ の 他 の 営 業 外 費 用

そ の 他 の 営 業 外 収 益

組 合 等 投 資 利 益



重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．資産の評価基準及び評価方法

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

①子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法

②その他有価証券

移動平均法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物  3～18年

構築物 13～36年

機械及び装置  7～23年

工具、器具及び備品  4～20年

（２）無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5年以内）に基づく

定額法によっております。

（３）リース資産

①所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

②所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額は実質残存価額とする定額法によっております。

３．引当金の計上基準

（１）貸倒引当金

（２）退職給付引当金

４．収益及び費用の計上基準

５．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

（１）消費税等の会計処理方法

　消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。

（２）連結納税制度の適用

日本電信電話株式会社を連結親法人とする連結納税制度を適用しております。

（３）連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に
基づき、当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。なお、退職給
付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法について
は、給付算定式基準によっております。
　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間による定額法に
より按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

　当社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和2年法律第8号)において創設されたグルー
プ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた
項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関す
る取扱い」（実務対応報告第39号 2020年3月31日）第3項の取扱いにより、「税効果会計に係る
会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年2月16日）第44項の定めを適用せ
ず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規定に基づいています。

　当該株式の発行会社の財政状態の悪化により実質価額が著しく低下し、かつ回復可能性が
認められない場合、相当の減額を行っております。実質価額は決算日までに入手し得る直近
のものを使用し、対象会社への投資特性を鑑み合理的な場合には超過収益力や経営権等を反
映して評価しております。

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等
特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

市場価格のない株式等

　約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取
ると見込まれる金額で収益を認識しております。
　当社が代理人として電力販売に関与している場合には、純額で収益を認識しております。


